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研究成果の概要（和文）：　東京国立博物館、九州国立博物館、京都・陽明文庫、大阪歴史博物館などで、書の模写資
料や関連資料の調査を実施した。その内、東京国立博物館の模写資料については、高精細デジタル画像によって撮影を
行ない、680点の画像を東京国立博物館のホームページ上で公開した。他の所蔵者の画像も一部、東京国立博物館の画
像システムに登録し、閲覧できるようにした。
　模写資料や関連資料の調査とデータ収集により、書の受容や鑑賞の歴史に関する研究を進めた。その研究成果は、学
術雑誌で連載したほか、学術論文として発表した。また、東京国立博物館にて、特集「国宝再現－田中親美と模写の世
界」という展示で成果公開を行なった。

研究成果の概要（英文）：Investigated copying document, and related document at Tokyo National Museum, 
Kyushu National Museum, Yomeibunko(Kyoto), and Osaka-Museum of History.　Photograph a High-definition 
digital image of the copying document of the Tokyo National Museum. Showed approximately 680 points of 
images on a homepage of the Tokyo National Museum. Part of image of the person of other possession 
enrolled in an image system of the Tokyo National Museum and allowed to read it.
　By an investigation and the data collection of a copying document and the related document, I did a 
study on history of reception and the appreciation of the Calligraphy. Published it serially with a 
learned journal and announced the results of research as a treatise. And showed results of research by 
display of the Tokyo National Museum.
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１．研究開始当初の背景 
 書の作品に関する研究は、小松茂美によ

る「古筆学」の確立により、それ以前の筆

跡中心の研究から、絵画や文学、歴史、社

会学など様々な分野を取り入れた学際的研

究がなされるようになり、飛躍的に進んだ

といえる。特に、小松茂美編『日本書蹟大

鑑』(全 25 冊、講談社、昭和 53～55 年[1978

～80]) は筆者の明らかな筆跡を集大成、

『古筆学大成』(全 30 冊、講談社、平成 1

～5 年[1989～93]) は、平安から鎌倉時代

の歌書を中心とする巻子・冊子・断簡を集

大成し、これらの編纂を機に書の作品を研

究対象とする人が増加してきた。そこで、

本研究課題では、これまで注目されること

の少なかった模写資料に焦点をあてて、新

しい視点として、書の受容や鑑賞に関する

研究を行うこととした。 

 書の創作をする際に「写す」ことは基本

的な訓練となる。また、写真やコピーのな

かった時代は「写す」ことが様々な意味で

重要であった。古代から、人々は先人の名

筆を写し続けてきており、原本(真跡)の残

っていない模写も多いため貴重である。原

本の原初形態、経過過程を把握することも

できる。そして、いつ誰が模写したのかが

推定できれば、当時の書の鑑賞のあり方が

浮かび上がってくる。近年、書に関する展

覧会が各地で行われ(東京国立博物館、根津

美術館、京都国立博物館、奈良・大和文華

館など)、入場者数も増加の傾向にあり、「書

道ガールズ」等により書に関心を持つ人が

増えてきている。しかし、依然として「書

の見方がわからない」という声も多い。模

写資料により書の鑑賞の歴史を考察するこ

とで、「書の魅力」を提示できる。「魅力」

を検討することは、書の作品の価値付けを

することにもなり、ひいては書道という文

化を支え、文化財保護にもつなげることが

できる。さらに、書の研究にも新たな道筋

をつけることができるであろう。 

 ところが現状では、「模写」というだけ

で作品的価値が低く見られ、展示の機会も

少ない。写真も無い場合が多く、研究も一

部をのぞきほとんどされてこなかった。本

研究では、できる限り多くの模写資料を公

開することも課題として定めた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、書を中心とする模写資料につい

て、詳細に調査研究するものである。模写資

料はこれまで、真跡(直筆、原本)研究の補助

的な役割を担い、それ自体が注目されること

が少なかった。模写は、真跡を記録するだけ

でなく様々な要素があるが、本研究では模写

資料を調査することによって、書の受容や鑑

賞の歴史を明らかにしようとするものであ

る。また、今後の研究者のために、調査を完

了した資料については許可を得てインター

ネットに公開を予定している。さらに、申請

者の勤務する東京国立博物館において真跡

と模写を合わせた展示を企画し、模写を通じ

た鑑賞を提示し、多様な鑑賞のあり方を示す

ことを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1)模写資料の撮影  

模写資料を、Ⓐ原本の通りに模写する模本

(以下、模本)、Ⓑ原本を横に置いて見ながら

写す臨書(以下、臨書)、Ⓒ原本を版木におこ

すなどして刷り出す拓本(以下、拓本)の三種

類に分け、まずは、Ⓐ模本、Ⓑ臨書を中心に

全場面の撮影を行い、Ⓒ拓本については、Ⓐ、

Ⓑと関連のある資料を優先的に撮影する。東

京国立博物館所蔵分については、Ⓐ、Ⓑをイ

ンターネットの画像検索のページで公開し、

国内各地に所在される資料についても、所蔵

者の許可の下りたものについては公開する。 

(2)国内に所在する模写資料の比較検討によ

る調査研究 



本研究代表者の恵美は、これまで継続的に

「平家納経(模本)」(東京国立博物館蔵)から

模本制作者たちの受容と鑑賞について考察

してきた。本研究課題で、「平家納経」原本(広

島・厳島神社蔵)、あるいは別本の「平家納

経(模本)」の調査を行い、さらに新たな「平

家納経」研究へ発展させる。このため、関連

性のある資料を中心に出張調査を行う。 

 また、とくに模写資料を多く所蔵すると思

われる所蔵先(例：京都国立博物館、京都・

陽明文庫等)では、模写資料の目録の入手と

データ化を進める。 

(3)書の受容や鑑賞に関する個別研究 

東京国立博物館や国内に所在される模写資

料について、江戸時代や明治時代に出版され

た刊行物などの関連資料も用いながら、代表

者と分担者独自の研究を行う。研究成果を、

東京国立博物館の展示解説などで随時公開

するとともに、報告書などの印刷物、さらに

は研究誌『MUSEUM』等への論文発表を行う。 

 

４．研究成果 

(1)東京国立博物館所蔵分を中心に模写資料

の高精細デジタル画像での撮影を進め、東京

国立博物館のホームページ上で、680 点の画

像公開を行った。また、他の所蔵者の模写資

料についても撮影を進め、一部は、東京国立

博物館の画像システムに登録して閲覧でき

るようにした。 

(2)東京国立博物館、京都・陽明文庫、京都・

東山御文庫、大阪歴史博物館、九州国立博物

館、個人所蔵分などの模写資料や関連資料の

調査を実施した。関連データの収集、分析も

あわせて、書の受容・鑑賞の歴史に関する研

究を進めることができた。その成果を論文で

発表した。また、東京国立博物館の展示施設

にて、特集「国宝再現―田中親美と模写の世

界」（平成 26 年）、特集「藤原行成の書 そ

の流行と伝称」（平成 28 年予定）という展示

を企画し、研究成果を広く公開した。 
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